
 平成 23 年 3 月 3 日発行	 市 議 会 だ よ り	 第 191 号（8）

 

道
路
整
備
を
目
指
し
て

　
　
風
野
芳
之 

議
員

 

〈
そ
の
他
の
質
問
事
項
〉

○�

合
併
前
開
発
公
社
等
に
て
管
理

し
て
い
た
土
地
の
売
却
そ
の
他

今
後
の
利
用
計
画
及
び
旧
石

下
庁
舎
跡
地
な
ど
現
在
未
使

用
（
利
用
し
て
い
な
い
）
の
施

設
な
ど
の
有
効
な
施
策
に
つ
い

て
。

○�

県
道
高
崎
坂
東
線
（
旧
石
下
地

内
）
の
整
備
事
業
の
早
期
実
現

の
た
め
の
施
策
に
つ
い
て

質�

問　

こ
の
道
路
は
、
向
石
下
キ

ダ
ス
ト
ア
ー
前
十
字
路
よ
り
南

方
古
間
木
地
先
ま
で
約
２
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
を
新
設
す
る
道
路
で

あ
る
。
現
在
の
篠
山
十
字
路
か

ら
蔵
持
地
区
を
経
由
し
て
古
間

木
の
通
じ
る
道
路
は
大
変
危
険

な
道
路
で
あ
る
。
さ
ら
に
広
域

農
道
、
旧
石
下
橋
の
架
け
替
え

工
事
の
完
成
。
首
都
圏
連
絡
道

Ｉ
Ｃ
の
開
通
に
よ
り
、
交
通
量

が
多
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。
等
々
の
理
由
で
市
は
早
期

実
現
を
目
指
し
、
昨
年
十
二
月

予
算
化
し
た
が
、
残
念
な
が
ら

否
決
と
な
り
県
単
事
業
と
し
て

実
現
を
す
る
し
か
な
い
状
況
に

な
っ
た
。
県
土
木
に
お
い
て
は

最
重
要
事
業
と
位
置
付
け
考
え

る
と
の
こ
と
だ
が
、
市
と
し
て

も
何
ら
か
の
施
策
を
出
し
早
期

の
実
現
を
考
え
て
ほ
し
い
。
ま

た
、
現
在
の
通
学
路
、
生
活
道

路
の
安
全
も
確
保
で
き
る
方
策

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か

お
聞
き
し
た
い
。

答�

弁
（
都
市
建
設
部
長
）
補
助
を

受
け
て
市
の
事
業
と
し
て
整
備

す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

　

�　

な
お
、
県
道
高
崎
・
坂
東
線

バ
イ
パ
ス
は
平
成
25
年
ご
ろ
の

完
成
予
定
で
あ
り
、
こ
れ
に
接

続
す
る
つ
く
ば
下
総
広
域
農
道

は
、
国
道
２
９
４
号
ま
で
の
約

３
・
３
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
区
間
が

23
年
３
月
に
開
通
予
定
。
ま
た
、

新
石
下
橋
は
23
年
中
に
開
通
予

定
。
今
後
、
高
崎
坂
東
線
の
交

通
量
は
ま
す
ま
す
増
大
す
る
も

の
と
予
想
さ
れ
る
の
で
、
当
バ

イ
パ
ス
の
早
期
完
成
は
大
変
重

要
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、

県
へ
の
事
業
要
望
に
お
い
て
も

最
優
先
課
題
と
し
て
い
る
。

　

�　

当
バ
イ
パ
ス
は
、
鬼
怒
川
ふ

れ
あ
い
道
路
建
設
期
成
同
盟
会

と
も
連
携
を
図
り
、
早
期
整
備

に
向
け
て
、
引
き
続
き
茨
城
県

に
対
し
積
極
的
な
働
き
か
け
を

し
て
い
く
。

（
再
質
問
）
今
の
状
況
だ
と
全
く

　

�

目
処
が
立
た
な
い
が
、
何
と
か

促
進
を
図
っ
て
ほ
し
い
。

（
再
答
弁
）（
長
谷
川
市
長
）
あ
ら

　
�

ゆ
る
機
会
を
と
ら
え
て
強
く
要

望
し
、
市
民
の
期
待
に
そ
え
る

よ
う
に
し
た
い
。

る
と
と
も
に
、
関
係
機
関
等
の

指
導
を
仰
ぎ
な
が
ら
、
公
共
施

設
が
集
約
さ
れ
た
石
下
地
区
の

拠
点
と
し
て
、
地
域
の
活
性
化

が
図
れ
る
一
体
的
な
土
地
利
用

方
法
を
引
続
き
考
え
て
い
き
た

い
。

　

�　

な
お
、
東
部
拠
点
地
域
南
側

に
仮
置
き
し
て
あ
る
残
土
に
つ

い
て
は
、
平
成
19
年
８
月
に
国

土
交
通
省
関
東
整
備
局
下
館
河

川
事
務
所
長
か
ら
の
依
頼
に
基

づ
き
、
常
総
市
周
辺
の
河
川
工

事
に
伴
う
公
共
残
土
の
仮
置
場

と
し
て
土
地
使
用
貸
借
契
約
を

締
結
し
、
同
年
９
月
１
日
か
ら

用
地
を
使
用
貸
借
さ
せ
て
い
る

が
、
こ
れ
ら
残
土
に
つ
い
て
は
、

東
部
拠
点
の
具
体
的
な
整
備
・

施
工
が
決
定
し
次
第
、
直
ち
に

土
地
使
用
貸
借
契
約
の
解
約
を

行
い
、
現
状
に
復
し
返
還
し
て

も
ら
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

（
再
質
問
）
残
土
置
き
場
を
ど
こ

　

�

に
い
く
ら
で
貸
し
て
い
る
の
か
。

地
代
を
も
ら
っ
て
い
る
の
か
。

５
年
た
っ
て
も
執
行
部
で
土
地

の
活
用
を
検
討
し
て
い
な
い
と

い
う
の
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。

（
再
答
弁
）（
企
画
部
長
）
下
館
河

　

�

川
事
務
所
に
公
共
残
土
置
き
場

と
し
て
無
償
で
あ
る
。
学
校
の

耐
震
問
題
な
ど
新
た
な
問
題
が

色
々
出
て
き
て
い
る
た
め
遅
れ

て
い
る
が
、
速
や
か
に
検
討
し

て
い
き
た
い
。

 

〈
そ
の
他
の
質
問
事
項
〉

○�

県
道
高
崎
坂
東
線
の
執
行
部
の

対
応
策
に
つ
い
て
。

○�

合
併
後
５
年
経
過
し
た
が
、
支

援
事
業
費
・
合
併
特
例
債
の
配

分
の
実
施
状
況
と
今
後
の
予
定

事
業
に
つ
い
て

○
議
長
の
納
税
・
滞
納
に
つ
い
て

県道高崎坂東線

残土置き場


